
　お手入れ方法【週一回程度】　

ヘアキャッチャーに髪の毛やゴミが溜まり過ぎると
排水が悪くなり、排水あふれや汚れ、悪臭などの原因
となります。
一週間に一度を目安として、こまめなお手入れを
行ってください。

● 取り外しと取り付け
・左に回すと取り外し、右に回すと取り付けができ
ます。
・ヘアキャッチャーの取手上面に回す方向が表示さ
れています。
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● 髪の毛の捨て方（手順）
① 排水面の上に髪の毛が溜まっている場合は、強め
のシャワーをヘアキャッチャーに近づけて散水
し、水圧を利用して髪の毛を流してください。大
部分の髪の毛は捕集ポケットに流れ落ちますの
で、手を触れることなく髪の毛をまとめることが
出来ます。
※「お湯」でのシャワー水圧が弱い場合は、「水」での
シャワー散水を行うと、より効果的に髪の毛をまと
めることが出来ます。

② ヘアキャッチャーを取り外します。

③ 取手を持ってヘアキャッチャーを裏返し、ゴミ箱
の縁やティッシュペーパー等を敷いた浴室の床面
などに、反対側の取手部分を「コツン、コツン」と
数回軽く打ち付けると、捕集ポケットに集まって
いる髪の毛が落ちてきます。
※溜まった髪の毛の量が少ない場合など、髪の毛が落
ちにくい時は、少し強めに打ち付けると落ちやすく
なります。
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抗菌アタッチメント

抗菌アタッチメントを持ってヘアキャッ
チャーを勢いよく振ったり、打ち付けたりし
ないでください。
抗菌アタッチメントを取り付けているツメが
折れることがあります。



● 洗浄方法
・中性洗剤を用いてスポンジ等のやわらかいもので洗浄し、洗剤を水で十分に洗い流してください。
・排水孔の中など、洗い難い所は、歯ブラシ等を用いると洗いやすくなります。
・本体やパッキン劣化の原因となりますので、塩素系カビ取り剤・漂白剤・ヌメリ取り剤等のご使用はお控え
ください。
※排水トラップや排水口全般のお手入れ方法、その他の注意事項につきましては、システムバス本体の取扱説明書（ご
愛用のしおり）をご確認ください。

■商品に関するお問い合わせ 7 0120-808-194
（受付時間／月曜～金曜 9：00～18：00）

■修理に関するお問い合わせ 7 0120-119-555
（受付時間／月曜～金曜 9：00～18：00

土曜・日曜・祝日 9：00～17：00）

お電話は、内容確認とサービスの向上等を目的として、保存（録音）させていただくことがあります。あらかじめご了承ください。
なお、個人情報保護方針はhttp://www.yamaha-living.co.jpに公表してあります。

〒432-8001 静岡県浜松市西区西山町1370

お問い合わせ窓口

●抗菌アタッチメントの取り外し方
① 手でアタッチメントをしっかりとつかみます。
② まっすぐに引き抜くようにして、ヘアキャッチャー
裏側のツメからアタッチメントを外します。

●抗菌アタッチメントの交換について
1．抗菌効果の維持のため、アタッチメントは、ご使用開始から3年を目安に新しいものをご購入の上、交換し
てください。
※ご使用開始から2年以上経過すると徐々に抗菌イオンの発生数が減少していきます。

2．アタッチメントのご購入は、弊社ホームページ（http://www.yamaha-living.co.jp）内のパーツ購入サイト『e-
リビングショップ』より直接ご注文いただくか、もしくは本説明書の巻末に記載している『お問い合わせ窓口
（お客様相談窓口）』までお問い合わせください。
※抗菌アタッチメント品番：JH04X

3．交換後の古いアタッチメントは、不燃ごみ（もえないごみ）として処分してください。

●抗菌アタッチメントの取り付け方
① ヘアキャッチャー裏側のツメとアタッチメントの
切り欠きの位置をしっかりと合わせます。

② カチッと音がするまで、まっすぐに差し込みます。
③ ツメと切り欠きが完全にはまっていることを確認
してください。
※少しガタつきがある状態が完全にはまった状態です。
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